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本工事は、姫川右支根知川上流
中股川に砂防堰堤を構築する工事
で、今年度で2期目を迎えます。前
回工事に引き続き創和ジャステック
建設で受注、施工を進めさせて頂
いております。
工事内容としては、前回工事で根
通しを行った本堤の両岸を3ｍ立ち
上げ、副堰堤の掘削と副堰堤の根
通しを行いました。（※根通し：堰堤
基礎全部分のコンクリート施工）
副堰堤左岸側の地山は上部の崩
れた岩盤が溜った土砂で、土砂崩
壊を起こさないよう、慎重に掘削及
び法面対策の作業を進め、昨年に

引き続き無事故で工
事を完成することがで
きました。

現場代理人
小池 善行
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平成２８年２月４日（木）、長野県大町市において平成２７年
度（第１８回）松本砂防事務所工事安全対策研究発表会を開催
しました。
この発表会は、平成８年１２月６日に発生した蒲原沢土石流災
害を教訓とし、この災害を風化させることなく、工事現場の安全
対策に活かすことを目的に行われています。
砂防工事等に従事する技術者や関係機関の方々の参加で平
成１０年度から開催し、今年度で１８回目となります。
今年は国の直轄工事２３編のほか長野県の砂防工事から１編
の計２４編の論文が集まり、代表して６人の方に発表していただき
ました。また、会場では、工事の安全に関するポスターセッション
展示も同時に行い、創意工夫した７件の安全対策事例を紹介し
ました。
発表会には、工事関係者や工事を発注する行政機関を中心
に約２００名の方が参加し、砂防工事の安全に対する取り組みや
工夫などを熱心に聞いていただきました。
来年度の発表会で蒲原災害から20年目の節目となります。こ
れからも災害を発生させないために、発注者受注者が強力し、
安全対策技術を研鑽し、無事故無災害工事を目指していきます。
㊤受賞者の皆さん。現場での安全対策や創意工夫内容が評価されました。
㊨最優秀賞を受賞した葛葉下流山腹工その７工事 北陽建設㈱現場代理人の小
林氏の発表。
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平成28年より、8月11日が国民の休日「山の日」として制定されました。
「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」ことを趣旨としています。こ
れを機に後立山連峰登山の玄関口となっている白馬村・小谷村への登山
客の増加に繋がりそうです。
平成26年11月22日の神城断層地震から早一年が経過し、両村内には
震災の爪痕が未だ残るところ、この「山の日」の制定が白馬村・小谷村のさら
なる活性化に繋がればと思います。
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出張所が担当する現場で行われた見学
会についてその様子を紹介します。

白馬・小谷村内の小学校の皆さんを対象
に、砂防施設の現地見学会が長野県姫川
砂防事務所さん主催で開催され、姫川出張
所も参加・案内させて頂きました。はじめに映
像や模型実験を交えた説明、そして自分た
ちの住む地域についての災害の歴史を学び
ました。また、それぞれの工事の受注者によ
り、無人化機械の体験操作やドローンを活用
した記念撮影など、楽しいイベントを体験して
もらいました。

糸魚川市根知小学校では、学校独自の取り組みとして
「防災教育チャレンジプラン」という防災教育カリキュラムを
実施ており、平成7年7月11日姫川水害の体験談や災害
当時の様子と現在の様子を現地で学習すべく、6月8日に
学習会が開催されました。当時の平岩地区地元消防団長、
工事従事中に豪雨災害に遭遇・救出された方の体験談、
当事務所建設監督官の大滝による現場説明を行いました。

㊤9月25日。小谷小学校による金山沢
第4号砂防堰堤工事の見学。受注者㈱
傳刀組さんが使用している無人化機械の
体験操作に臨みました。

㊧姫川砂防事務所 林係長による土砂
災害の講義。

㊧姫川砂防事務所 清水課長による
砂防堰堤簡易模型での実演。砂利等
で土石流を発生させて砂防堰堤の効
果を確認します。

㊨10月１日。白馬北小学校の児童達
は金森建設㈱が施工する南股上流砂
防堰堤改築その６工事を見学。この現
場でも無人化機械が活躍しています。こ
こで松川での災害の歴史について学ん
だ後はイワナの放流を行いました。

㊤９月２９日。白馬南小学校の児童達は金森建設㈱が施工する
平川第２号砂防堰堤の改築現場を見学。ここで平川での災害と
砂防事業の歴史と村の発展について学びました。
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㊤救出された当時の体験談を語る工事関係者
です。背後の映像は２０年前のご本人とのこと。

㊤現在の砂防事業についての説明。
葛葉山腹法面工工事。


